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23. 2019年度　中学入試問題　出題のねらい・講評と難易度
● 2019 年度　中学入試　第 1 回　国語　設問別得点率　

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 ａ 76% 84% 漢字、文法、接続語、指示語、
傍線部の内容・理由説明など、
例年と同様の問題形式を心掛
けた。それに加えて、二つの
テクスト（本文・生徒の会話）
から得られる情報を統合・構
造化して考える能力を問うも
のを一題出題した。

問3の文法問題は「れ・られ」
の識別問題だったが、受験生
には馴染みが薄いのか正答率
は低かった。読解問題では問
6の正答率がやや低くなった。
本文の文章そのものは平易な
ものだが、選択肢が他と比べ
長いため、文意を把握しきれ
なかったか。

ｂ 86% 94%
ｃ 96% 97%
ｄ 85% 90%

問 2 56% 66%
問 3 （1） 50% 61%

（2） 43% 51%
問 4 51% 57%
問 5 68% 75%
問 6 43% 51%
問 7 53% 61%
問 8 52% 62%
問 9 60% 69%

2

問 1 ア 92% 94% 受験生にも読みやすく、親し
みやすい文章から出題した。
限られた時間の中で、正確に、
読み飛ばすことなく読む力を
問うた。また、表現の効果に
ついて考え、物語の主題をつ
かもうとする態度を日頃から
養っているかどうかを確認す
る問題であった。

概ねよくできていた。問2は
「あっという間」にという表
現が挿入される文脈であった
が、合格者と全受験生では正
答率に開きがあった。問8は
論理的整合性がとれない部分
を指摘するという「文字を読
むスタミナ」が要求される問
題であったが、ここでも正答
率に開きがあった。日頃から
考えながら読むことを心がけ
て欲しい。

イ 92% 95%
ウ 72% 80%

問 2 63% 72%
問 3 65% 71%
問 4 51% 55%
問 5 68% 74%
問 6 50% 57%
問 7 68% 72%
問 8 61% 71%
問 9 62% 68%

3

問 1 ① 61% 70% 他の回の大問3と大問4を融
合させた総合問題。詩を中心
とした韻文（短歌・俳句を含
む）と漢字、語句に関する知
識を幅広く問うもので、ここ
数年と同様の傾向となってい
る。今回は「虫」をテーマに出
題した。韻文の作品群は、使
われている言葉をヒントに、
できるかぎり作品世界をイ
メージできるかがポイント。
語句に関する問いは、それぞ
れの虫や「虫」そのものが持っ
ている意味（比喩的なものも
ふくめて）を考える。日ごろ
から覚えるだけでなく、意味
を考える習慣をつけよう。

【A】～【G】の作品については、
内容がイメージできたかどう
かが理解のかぎとなる。問1
の④は【D】の作品についての
感想だが、「ただひとつ」「な
がれ来」に注目したい。他の
問題はよくできていた。語句
の問題は、「虫」の持つさま
ざまな意味を辞書的に説明し
たものを選ぶ問題がやや難し
かったようだ。辞書をひく習
慣はもちろんのこと、その前
に自分で意味を考える習慣を
つけるようにすると今後の国
語学習に役立つはず。

② 53% 59%
③ 57% 65%

④ 17% 21%

問 2 ① 48% 58%

② 62% 71%

問 3 68% 72%

問 4 61% 74%

問 5 ① 42% 46%

② 72% 78%

③ 75% 82%

問 6 ① 93% 97%

② 65% 74%

③ 31% 38%
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● 2019 年度　中学入試　第 1 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 89% 94% 基本的な特殊算や図形の計量の小問集
合。四則演算、単位換算、特殊算の基
本問題、数の理論、図形（平面・立体）
の計量を出題した。この問題を通して、
種々の問題を速く正確に処理する能力
を問うものである。問1・2は計算問題、
問3は単位換算。問4～8は特殊算を
幅広い分野から、問9・10は図形の
問題を出題した。第2・3・4回より5
分少ないので、小問であまり時間をか
けないような問題構成とした。

基本レベルの問題を主に出題
した。問2、問6、問8の問
題の得点率が低かった。理由
としては問2は分数を二つに
分けて解く解き方を発見でき
なかったこと。問6はニュー
トン算の基本問題であるが苦
手意識を持った受験生が多
かったこと。問8は複雑な計
算式の計算ミスのためと考え
られる。

問 2 15% 20%

問 3 75% 82%

問 4 54% 70%

問 5 69% 81%

問 6 43% 57%

問 7 95% 98%

問 8 32% 42%

2

問 1 3% 5%

立体図形の問題。問1は展開
図をかいて最短距離が直線に
なることを理解し、三角形の
相似比から比を求める問題で
ある。問2は問1を利用し、
底面積の比から体積の比を求
める問題である。

大問の図形問題として、立体の問題を
平面の問題より先に出題した。問1、
問2ともに難易度は標準レベルと想定
していたが、想定外にかなり低い得点
率となった。展開図から直線までの思
考にたどりつければ、その後は相似比
からの計算で解ける問題であったが、
その思考までたどりつくことができな
い受験生が多く見られた。

問 2 1% 2%

3

問 1 81% 91%
本校でよく出題される旅人算
の基本から標準的な問題で、
問1・問2ともダイアグラム
を利用して解く問題である。
ダイアグラムを正確に書き、
旅人算の基本公式を利用して
解くことがポイントである。

問題文からのダイアグラムは
書きやすく、問1は使用する公
式を適切に使い、よく出来て
いた。問2は問1の結果を利用
して解く標準レベルの問題で
あったが、旅人算の公式を適切
に使えていない受験生も多く、
やや得点率を下げてしまった。

問 2 58% 71%

4

問 1 81% 89%
平面図形の問題。問1は平行
四辺形と直角二等辺三角形
の性質を利用する問題であ
る。問2は補助線を適切に引
き、60度の直角三角形を作
り、角度を求める応用問題で
ある。問3は問2の結果から
合同な三角形を作り、辺の比
を求めて解く問題である。

問1は平面図形の性質を問う
基本問題であり得点率が高
かった。問2と問3は正しい
箇所に補助線を引くことなど
の発見が難しく、難易度が高
い問題と想定していたが、問
2は65%の得点率であった。

問 2 65% 75%

問 3 41% 52%

5

問 1 49% 62%
つるかめ算を含んだ規則性の
問題である。問1は面積図か
らつるかめ算の公式で解く標
準的な問題である。問2と問
3は表（時間の流れ）を利用し
て求めていく問題である。少
ない時間で問題文章を正しく
理解し、表を正確にかくこと
を問う応用問題である。

問1はつるかめ算の問題であ
り、面積図を正しくかけば解け
る問題であり、問2と3は表（時
間の流れ）を地道にかけば正解
にたどりつける。残り時間の
少ない中、問題文章を理解し、
解くために必要な条件や考え
方を整理するのに苦労した受
験生が多いように思われた。

問 2 19% 29%

問 3 11% 14%
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● 2019 年度　中学入試　第 1 回　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 2% 2% 日本のエネルギー事情と日本
経済の現況についての出題。
日頃から新聞報道などに接
し、時事問題に関心を持って
いるかどうかを問うた。

問1の固定価格買い取り制度
を解答できた生徒がほとんど
いなかった｡ 原発の安全対策
コストが膨らむ中､ 自然エネ
ルギーに関する報道が増えて
いる｡ 日頃から新聞などを読
む機会を増やし､ 社会問題に
ついて関心を持って欲しい｡

問 2 55% 62%

問 3 51% 50%

問 4 29% 34%

問 5 49% 53%

問 6 53% 59%

問 7 61% 65%

2

問 1 67% 72% 系図を元にしていくつかの時
代の特徴や関連する人物を把
握しているかを設問にした。
出し方を少しひねった問題も
あるが、よく読めば対応でき
るような設問も数問入れてい
る。

問2は､ 系図だけで考えよう
とすると難解｡ ｢推古天皇｣と
｢聖徳太子｣の関係性が分か
り､ さらに選択肢に該当する
箇所をよく考えないと解けな
い｡ 問9は2の選択肢が天保
の改革と似ており､ やや難解
だが1の選択肢が明らかに享
保の改革を説明している｡ 問
10は外交史の並べ替えだが､
外交史に限らず並べ替え問題
は例年正答率が低いため､ 因
果関係をしっかりと勉強して
おきたい｡

問 2 56% 64%

問 3 82% 90%

問 4 98% 99%

問 5 93% 95%

問 6 96% 97%

問 7 89% 94%

問 8 87% 94%

問 9 35% 42%

問 10 47% 54%

3

問 1 あ 73% 80% 社会的事象への関心を土台に
日頃の学習への興味関心を抱
くことを意識した出題とし
た。ニュースはもちろん大人
の会話などにも触れる機会が
求められた。

全体として予想を超える正答
率で大変うれしく感じた｡ 問
2､ 問4などは､ 消去法から
でも正答に導かれる問でもあ
り難しく感じたかもしれない｡
年金問題など今後の日本社会
にとっての大きな問題には早
くから興味関心をもつ､ また
持たせる責務もあるように思
う｡

問 1 い 72% 81%

問 1 う 81% 84%

問 1 えお 75% 82%

問 1 か 73% 82%

問 2 52% 59%

問 3 80% 88%

問 4 39% 41%

問 5 71% 79%

問 6 47% 54%
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● 2019 年度　中学入試　第 1 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 87% 91%
前半のAでは地球温暖化にか
かわる知識を問い､ 後半のB
ではデータの読み取りを通し
て地球温暖化の進行具合とそ
の影響を見積もる科学的思考
力を問うた｡

比較的平易な難易度の設定に
対し、想定以上にしっかり問
いに答えることができていた。
資料中で年月の経過とその後
に起こる変化は一目瞭然に示
されていなかったが、定量的な
推測の最初の手がかりとして
の比例関係を読み取り、すすめ
ることができた。設問には設け
なかったが、問いで設けた推測
によって、頂上近くに生息する
生物が絶滅に追いやられかけ
ていることが予想されること
に気づいただろうか。中学進学
後の学びではこうした「気づき」
を大切にしてもらいたい。

問 2 63% 68%

問 3 69% 76%

問 4 （1） 82% 87%

（2） 87% 93%

問 5 41% 53%

2

問 1 36% 37% 海浜で見られる地層や崖が、ど
のようにしてでき、どのような
もので構成されているか、また、
地層が傾いていたり、化石が含
まれていることからどんなこ
とがわかるのかを問うている。
スケッチ図から必要な情報を
読み取り、過去の現象を推定す
ることを問う問題である。

大問全体の難易度は、易～標
準で良く出来ていた。その中
で、問1の出来が予想より良
くなかった。硬いレキ岩の平
面を、堆積した柔らかい平面
と勘違いしたことが原因と考
えられる。問題文をきちんと
読めれば、正答率は上がると
思われる。

問 2 75% 79%

問 3 78% 83%

問 4 80% 82%

問 5 95% 98%

問 6 66% 72%

3

問 1 ア 93% 95% 問1･2･3は溶液に関する用語
と､ 基本的な性質の理解につ
いて問う基本問題｡ 問4･5は
溶解度を表す表とグラフから
データを読み取り､ 計算に利
用できるかを問う標準の計算
問題｡

溶液に関する用語については
予想より得点率が低く､ 全受
験生と合格者の得点率にも差
異が低かった｡ 基本的な性質
を聞いた問2や､ 溶解度の計
算問題などは得点率に差異が
大きく合否を分ける問題と
なった｡ 問4･5の計算問題は
頻出問題なので､ 充分な練習
が必要である｡

イ 24% 28%
ウ 33% 38%
エ 22% 22%
オ 64% 72%

問 2 43% 52%
問 3 27% 29%
問 4 48% 57%
問 5 69% 81%

4

問 1 84% 87% 中学入試ではばねが伸びる場合
を扱うことが多いが、この問題
は鉛直に立てられたばねが縮む
場合である。ばねが縮む長さが
おもりの重さに比例するという
記述から、ばねが伸びる場合と
考え方は同じであることに気づ
くことができるか。また、振動
の様子、床にかかる力をイメー
ジする力が必要である。

ばねの静止する位置を求める問
題は伸びるときと同様に扱うこ
とができたようで正答率は高
かった。ただし、振動の様子を
イメージすることが難しく、力
のつり合い位置でばねの長さが
最短になるとしてしまう受験生
が多かった。それに伴ってグラ
フを選ぶ問題も正答率が低く難
しめであったようだ。

問 2 86% 90%

問 3 67% 76%

問 4 16% 21%

問 5 62% 70%

問 6 19% 20%
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● 2019 年度　中学入試　第 2 回　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 a 67% 80% 数学的な知識や考え方は、日
常生活にも生かすことができ
る、という主旨の文章から出
題した。論理的に文章を読み
取る力が必要なことはもちろ
んだが、読み取った内容を課
せられた条件にしたがって正
確かつ簡潔に表現することを
要求する問い（問3（2）A・B、
問4、問7）をねらった。（「数
学力は国語力」齋藤孝による）

問3（2）と問7は、おおむね
予想どおりであったが、問4
は、予想以上に得点率が低
かった。文意を正確に把握す
るだけでなく、10文字以内
という制約の中で表現するこ
とが難しかったためと思われ
る。しかし、国語力という点
では、ぜひ伸ばしてほしい力
である。全体としては、予想
以上の出来であったと言え
る。

b 63% 74%
c 62% 72%
d 81% 89%

問 2 （1） 57% 73%
（2） 63% 80%

問 3 （1） 57% 73%
（2）A 58% 74%
（2）B 56% 74%

問 4 5% 8%
問 5 56% 70%
問 6 54% 63%
問 7 30% 41%

2

問 1 72% 72% 登場人物の心情を行動や発言
から読み解く力を求める設問
を中心に出題した。中には、
登場人物の試合の進め方か
ら、どのような戦法をしよう
としているか等、全体を踏ま
えて解釈しなければならない
問題も出題した。言葉の一つ
一つを意識して読解の幅を広
げてもらいたい。

基本的な国語力を求める問題
は全受験生総じてよくできて
いた。しっかりと語彙等の勉
強をしてきたことがうかがえ
た。
発展問題は得点率が低い結果
となった。「出題のねらい」で
述べた内容を日頃の読書から
培ってもらいたい。

問 2 55% 55%

問 3 79% 86%

問 4 25% 27%

問 5 64% 71%

問 6 36% 50%

問 7 51% 64%

問 8 27% 31%

3

問 1 74% 75% 詩の基本的な読み方を問う問
題。詩の読み方は一つではな
いので、いくつかの可能性の
中から、出題者の読み方をと
らえることが大切である。そ
のためには設問や選択肢をよ
く読むことが求められる。

全体的によくできていた。問
3は「いつものように」のくり
返しに注目する。字数の指定
も重要な情報。問4・問5は
構成が起承転結になっている
ことに気づけばよい。問4に
比べて問5の正解率が低いの
は、選択肢の比較・理解が不
十分だからではないだろう
か。

問 2 96% 97%

問 3 53% 66%

問 4 81% 90%

問 5 74% 78%

4

問 1 ① 36% 41% 漢字の部首についての問題で
ある。漢字学習を効率的にす
るためには、丸暗記に頼るの
ではなく、理論的に成り立ち
をとらえていくことが必要で
あり、日頃からの学習状況を
はかる意味での出題とも言え
る。

説明会等で、国語知識問題の
定番としていることもあり、
準備ができていることがうか
がえる。漢字も含めて語彙力
が読解の基礎にあることを忘
れず、熟語や用例などにも目
を向けて学習することを望
む。

② 66% 78%

③ 49% 59%

④ 69% 85%

問 2 54% 65%

問 3 57% 65%

問 4 52% 59%
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● 2019 年度　中学入試　第 2 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 98% 100% 基本的な特殊算や図形の計量
の小問集合。四則演算、単位
換算、特殊算の基本問題、数
の理論、図形（平面・立体）の
計量を出題した。この問題を
通して、種々の問題を速く正
確に処理する能力を問うもの
である。問1・2は計算問題、
問3は単位換算。問4～8は
特殊算を幅広い分野から、問
9・10は図形の問題を出題し
た。

基本的な問題のため、全体に
よく出来ていた。問6は2つ
の列車の速さが異なるのに、
単純に（3＋4）÷2＝3.5（秒）
としてしまう誤答が目立っ
た。問9の立体計量は表面積
ではなく体積を求めてしまう
ケースが多く、これが正答率
の低さの原因となってしまっ
た。

問 2 69% 79%
問 3 70% 84%
問 4 88% 95%
問 5 83% 93%
問 6 48% 71%
問 7 33% 51%
問 8 90% 96%
問 9 42% 50%
問 10 48% 68%

2

問 1 65% 82%
問1は平行線を利用した基本
の比の問題で、問2は等積変
形を利用して計算を簡単にで
きるかがポイントの出題で
あった。

問1は基本の連比の問題なの
でよくできていた。問2は問1
で求めたDG：GHを利用して、
△AHGの面積が全体の1/12に
気づけたかどうかがポイント
であり、△AEIの面積が全体の
1/6であるので、すぐに正解に
たどりつける。

問 2 23% 46%

3

問 1 79% 92%
問1は基本的なつるかめ算、
問2は全部カンパンだと352
人分になるので、それをご
飯・缶詰に入れ替えていく差
集算、問3は浴そう1杯分の
水を100とおいて考える相当
算。
受験生のみなさんにも災害に
ついて興味を持ってもらいた
く、その題材を選んだ。数値
はすべて「東京防災」を参考に
した。

問1はよくできていた。問2
は「ごはん1個＋缶詰1個」の
セットで7/10人分。これを
カンパン2個と入れ替えると
7/10－2/3＝1/30人分増え
る。難問であり正答率は想定
の範囲。問3は必要な情報だ
けをピックアップして素早く
線分図に置き換えられるかが
ポイント。長い文章が苦手な
受験生が多いと想定されたた
め問3に配置した。

問 2 5% 9%

問 3 10% 20%

4

問 1 89% 96%

中学以降で扱う立体図形の比
の問題を、いくつかの条件を
与えて小学校の比の問題に変
えて出題した。立体の切断を
題材とした計量で、空間認知
力を要求する問題である。切
り口AEGC上での比に持ち込
めるかどうかがポイントであ
る。

問1は主題の問2を解くため
の準備段階なので、1割以上
も誤答がいたことにむしろ驚
いた。問2は難問であるので、
この正答率ではあるがよく健
闘したと評価できる。

問 2 7% 13%

5

問 1 33% 54%
「大きい紙」を指定された大
きさの正方形に分割する問題
であることに気づくことがで
きるかがポイントである。文
章を読解する能力が求められ
る。

縦の長さと横の長さの最大公約数
を求めることに帰結することがで
きるかどうかがポイント。問1で
「小さい紙」の貼り方のルールを
確認しているが、ここでの正答率
が低かったことから、文章を読み
こなせたが否かが合否のポイント
になったと推測される。

問 2 37% 63%

問 3 14% 29%
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● 2019 年度　中学入試　第 2 回　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 A 30% 46% 北海道の地誌をベースに問題
を作成した。地理分野の学習
事項となる自然環境や産業の
地域的特徴の確認を主とし、
歴史分野から江戸時代以降の
学習事項を一部加えて、北海
道地方の成立・発展への理解
を確認した。

北海道の気候や産業に関する
特徴をしっかり理解できてお
り、得点率も高い。雨温図の
問題や農牧業の特徴を問う問
題はいずれも正答率が高く、
図表の読み取りに関する基本
的な能力を持ちあわせている
と考える。一方で、問1や問
7の空所補充については、「蝦
夷」や「屯田兵」など漢字の誤
字が多く目立った。主な用語
は漢字できちんと記入できる
とよう取り組んでほしい。解
答する際の文字もていねいに
記入することが必要。

B 32% 33%
C 43% 63%

問 2 67% 82%
問 3 62% 74%
問 4 89% 96%
問 5 74% 88%
問 6 94% 100%
問 7 あ 90% 97%
問 7 い 53% 72%
問 7 う 95% 99%
問 7 え 76% 87%
問 7 お 68% 84%
問 7 か 81% 90%

2

問 1 79% 83% 歴史と地理の連動を1つのね
らいとして出題した。歴史の
基本語句はもちろんのこと、
参考書だけではなく、いかに
「社会」に興味を持って探求で
きるかを問うた。
漢字の書き取りの課題は毎年
あげられることだが、それ以
外も設問を落ち着いて読み、
解くことができれば8割は取
ることができると感じる。

全体（歴史）で約64%の正答率
であったので、難問の出題率
は適量だと感じる。今回は歴
史分野で、地図を連動して出
題した。語句は理解していて
も、地理との連動は課題とし
てあげられる。吉野ケ里遺跡・
登呂遺跡等は入試頻出単語で
あり、それがどこに存在し、
場所を日本地図から選ぶこと
ができるかがカギとなった。
問6で「木戸孝允」を問う問題
があったが、漢字の書き取り
が課題としてあげられる。正
解しているつもり、書けてい
るつもりの勉強からの脱却が
必要だろう。

問 2 A 74% 85%
B 77% 89%
C 7% 11%

問 3 （1） 85% 92%
（2） 85% 93%

問 4 （1）あ 73% 77%
（1）い 45% 65%
（2）A 82% 92%
（2）B 71% 81%
（2）C 70% 81%

問 5 （1） 53% 62%
（2） 65% 81%

問 6 25% 34%
問 7 64% 77%

3

問 1 77% 76% 平成最後の年に、平成の出来
事を年表形式にして出題し
た。公民分野をベースに時事
問題や地理、歴史を融合させ
た問題を出題した。日頃から
新聞やニュースを通じて多く
の情報に触れているかを重要
視した。

全体（公民）で68%の正答率
であり、学習の跡がうかがえ
る。イラクの場所を問う問題
の正答率（40%）が一番低かっ
たのは中東情勢への関心の低
さの表れかもしれない。日頃
から国名と大まかな場所につ
いては対応させられるように
したい。裁判員制度や憲法改
正要件など自身の生活に関わ
ることには正しい知識を有し
て欲しい。

問 2 63% 44%
問 3 41% 99%
問 4 89% 56%
問 5 48% 80%
問 6 66% 74%
問 7 63% 80%
問 8 74% 82%
問 9 71% 97%
問 10 89% 86%
問 11 北朝鮮 83% 74%
問 11 韓国 68%
問 12 54%
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● 2019 年度　中学入試　第 2 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 92% 96% テーマは人体について。
次の問に関する理解を問う
た。
問1：細胞のはたらきについ
ての知識問題
問2、問3（1）：体液と血管に
ついての知識問題
問3（2）（3）：臓器のはたらき
についての知識問題
問3（4）：循環系ついての知
識問題
問4：計算問題

細胞や臓器の一般的なはたら
きについてはよく理解ができ
ている。
問3（1）の血管の種類に関す
る問題は名称とそのはたらき
をうまく関連付けて覚えるこ
とでもっと得点率が上がるだ
ろう。
問4は一見複雑だが、文章を
よく読むと単純な計算問題で
あることがわかる。

問 2 57% 73%

問 3 （1） 41% 53%

（2） 62% 72%

（3） 78% 88%

（4） 73% 87%

問 4 40% 56%

2

問 1 30℃以上 78% 93% 気象について問う問題であ
る。気象データから天気の特
徴や気圧配置を判断できるか
どうかを見た。また、台風の
特徴や台風による被害につい
て理解していることが求めら
れる。

問1の用語の問題、問3の日
本付近の気団の選択問題、問
5の台風による高潮の原因を
考える問題については比較的
よく理解していることがわか
る。問2の日本付近に見られ
る典型的な気圧配置を読み取
る問題については、特徴的な
気圧配置は押さえておきた
い。問4の台風の特徴につい
ては基本的な事柄を理解して
ほしい。

35℃以上 85% 95%

問 2 32% 38%

問 3 83% 88%

問 4 47% 65%

問 5 71% 80%

3

問 1 （1） 97% 99% 化学の基本法則をもとに物質
どうしの反応の関係性を考え
る問題である。それぞれの問
題から各物質の酸素との反応
の割合を導き、それをもとに、
反応量の比較ができるかとい
うことをねらいとした。

物質それぞれの酸素との反応
の割合までは良く求められて
いた。しかし、最後の問題で
各物質を比較するためには、
3種類の金属と反応する酸素
の割合をそろえなければなら
なかったため苦戦した受験生
も多かったようである。

（2） 85% 96%

問 2 （1） 95% 99%

（2）A 75% 95%

（2）BC 83% 97%

問 3 44% 55%

4

問 1 58% 77% 音についての問題。前半の問
1～問3は知識を問い、後半
の問4、問5は計算問題であっ
た。問1、問2は音の波形と
音の強弱と高低についてグラ
フから判断ができたかを見
た。問3は音の伝わる速さが
物質によってどう異なるかを
確認した。問4は温度と音速
の関係式を利用した計算がで
きるかを見た。問5は桁数の
大きな計算を解いていく力を
見た。

問1、問2は知識問題だが全
受験生と合格者の正答率に差
がついた。図がない中で実験
を考察して解くところに難し
さがあったようだ。音速の公
式を利用し解いていく問4、
5は全体的によくできていた。
計算量の多い問5は問1、2
と同様に正答率に差が出た。

問 2 51% 69%

問 3 39% 49%

問 4 71% 90%

問 5 （1） 88% 96%

（2） 54% 79%
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● 2019 年度　中学入試　第 3 回　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 a 64% 66% 本文趣旨を正しく読み取れて
いるかを空欄補充、選択肢、
記述問題にて設問設定。
本文キーワードになる語句の
読み取り、使い方について問
う設問を設定。
漢字については、本文内容に
即した読み取りが出来ている
かを確認。

本文全体の趣旨については、
概ね読み取れていたように思
う。一方で本文キーワードに
なる語句についての理解が不
足しているようだ。また、そ
れらに関連して、様々な語彙
に対する理解力も不安が感じ
られた。
記述問題に関しては、設問に
対する理解力不足、基本的な
読解力の不足が目立った。表
現するにあたり整理しきれて
いない点も目立った。
漢字書き取りの問題については
概ね予想通りの結果となった。

b 65% 85%

c 26% 46%

d 22% 31%

問 2 68% 83%

問 3 42% 51%

問 4 28% 38%

問 5 66% 74%

問 6 32% 41%

問 7 59% 78%

問 8 39% 50%

問 9 68% 78%

2

問 1 ア 73% 81% 標準的な問題を中心とし、問5、
6では文章の流れを意識させるこ
とと、短文でまとめる力を測った。
問5の穴埋め問題はまさに物語を
きちんと読み、把握していなけれ
ば解けない問題とした。また、問
6では言葉をうまく使い、短文（20
字程度）でまとめさせた。これは、
大学入試でも今後記述式の問題が
鍵となるということを意識した。

問5、6の正答率が二極化して
いたということで、概ねこちら
の意図は達成できたように思
う。特に問5は文章を丁寧かつ
的確に読める力と密接に関係
してくると考える。また、問6
に関しては、短文でまとめる力
を測りたかったが、得点率を見
ればわかるように、あまり良い
結果とは言えなかった。

イ 79% 89%

問 2 72% 76%

問 3 68% 81%

問 4 80% 85%

問 5 62% 83%

問 6 26% 38%

問 7 81% 89%

3

問 1 31% 43%
「原っぱ」というどこか懐かし
い響きの言葉を題名に持つ詩
からの出題。散文詩からの出
題は極めて珍しいが、自由詩・
定型詩とともにあげられる散
文詩を忘れずにおきたい。詩の
題名は時に作者が最も強く心
を動かされたことを読み取る
大きな手がかりとなるもので
す。「原っぱ」に象徴される作
者自身の少年時代を懐かしく
振り返る心情を捉えられたか
がポイントである。

問1の詩の形式に関しては、圧
倒的に自由詩が多い出題傾向に
ある中、普通の文章のように書
かれた散文詩に戸惑った受験生
が多く極めて得点率が低かった。
問2の擬態語の問題は同段落中の
「何もなかった」に着目すれば草
むらの様子を手つかずのままと
考えられたはず。問4は「原っぱ」
の情景描写に作者の心情を読み
取る問題。失われたものが「原っ
ぱ」だけではなく、少年時代を懐
かしむ思いが重なっていること
に気づくことが大切。内容的に
は平易な詩であったので全体に
得点率は高かったといえる。

問 2 65% 71%

問 3 52% 71%

問 4 80% 86%

問 5 75% 89%

4

問 1 78% 86% オリンピックに因んで、五輪
の色に関わる表現を問いとし
た。
慣用句やことわざの類いは、
単なる知識というだけではな
く、実際にそれを使いこなす
ことができて、はじめて意味
を持つ。普段からの学習を大
切にしたい。

問4「赤子の手をひねる（ねじ
る」は、「赤子」という語にな
じみが無かったこと、問5も
「柳」に対する季節感がずれて
いたことに、それぞれ得点率
が低い原因がありそうだ。問
7「赤」も「赤裸々／赤はだか」
や「真っ赤な嘘」などの使い方
が思い浮かぶかどうかが鍵と
なる。

問 2 58% 79%

問 3 66% 81%

問 4 28% 50%

問 5 30% 31%

問 6 61% 81%

問 7 35% 54%
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● 2019 年度　中学入試　第 3 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 72% 81% 基本的な特殊算や図形の計量の
小問集合。四則演算、単位換算、
特殊算の基本問題、数の理論、
図形（平面・立体）の計量を出題
した。この問題を通して、種々
の問題を速く正確に処理する能
力を問うものである。問1・2は
計算問題、問3は単位換算。問
4～8は特殊算を幅広い分野か
ら出題した。問10は空間図形の
問題。辺や面の関係を展開図に
なおせるかがポイントである。

基本問題なので概ね得点率は
高かった。問5は分配算の問
題であるが、計算が複雑であ
るため計算ミスが目立った。
問3の単位換算と問10の空
間図形の問題は苦手意識が高
い生徒が多く見られた。

問 2 85% 94%
問 3 39% 49%
問 4 80% 88%
問 5 41% 60%
問 6 72% 88%
問 7 60% 81%
問 8 78% 86%
問 9 59% 75%
問 10 20% 31%

2

問 1 75% 86%
平面図形の計量問題。問1は
正八角形の性質を利用し、面
積を求める基本問題。問2は
補助線を用いて、問3は等積
変形を2回利用し、正八角形
の面積との比較を行う問題で
ある。

問1は基本的な問題であるた
め、もう少し得点率が高く
なってほしかった。問2は補
助線を利用して正八角形の
1/8の面積が2個分と捉える
ことができるかがポイント。
難易度が高い問題ではないた
め、図形の苦手意識が高い受
験生が多く見られた。問3は
問2の答えから等積変形を2
回行うため、さらに正答率が
下がってしまった。

問 2 41% 48%

問 3 14% 18%

3

問 1 8% 16%

トライアスロンを題材にした
速さと相等算の融合問題。問
1は文章から状況を正確に読
み取り、時間の比を利用して
答えを求める問題。問2は問
1の結果を利用し、速さの比
を求める問題。

条件が多いため、必要な情報
をいかに早く正確に読み取れ
るかが得点できるかどうかの
分かれ目となった。問1は追
いつく前と後で相当算を利用
できるかどうかがポイントで
ある。問2は問1の得点率が
低いため、さらに得点率を下
げてしまった。

問 2 3% 9%

4

問 1 43% 60%

立体図形の求積の問題。問1
は円柱から円錐を除いた立体
の容積を求める問題。問2は2
つの異なる立体に同じ量の水
を入れたときの高さの高低に
ついて理由も含めて問う問題。
2人の会話文形式で出題し、会
話文の内容を正確に把握でき
るかが1つのポイントである。

問1は立体の容積を求める基
本的な問題であったが、計算
ミスが多く見られ得点率を下
げてしまった。問2は立体の
高さの比較について、除いた
円錐と円柱に着目して理由を
説明している生徒も多く見ら
れた。問 2 27% 38%

5

問 1 48% 71%
デジタル時計に表示される数字を
題材にした場合の数の問題。問1
は樹形図を正確に書き場合の数を
求める問題。問2、3は問題の条
件を満たすパターンが多い分、速
く正確に漏れなく数え上げること
ができるかがポイントである。

問1は回数が少ないので、樹
形図を正確に描くことができ
れば正解できたであろう。問
2、3は条件を満たす時刻の
回数が多い分、正確に数え上
げられていない受験生が多
く、得点率を下げてしまった。

問 2 3% 4%

問 3 0% 0%
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● 2019 年度　中学入試　第 3 回　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 （1） 73% 91% 各都道府県の気候・自然環境・
特産物の特徴などを出題し
た。基本事項と時事的な事項
の双方を理解し、結びつけて
捉えることができているかを
確認した。歴史分野を数問出
題したが、それも各時代の大
まかな特色を理解できている
か否かに関して出題した。

都道府県の形に関しての得点
率の高さを見ると、地図帳を
使った丁寧な学習ができてい
ると思われる。また山梨県や
長野県の特産物に関しては、
どちらも基本ではあるが紛ら
わしい。また歴史分野の「土
偶」、『古事記』の内容なども
基本ではあるが、しっかり理
解していないと、混乱しやす
い。

（2） 52% 64%
（3） 60% 66%

問 2 68% 83%
問 3 93% 100%
問 4 （1） 87% 93%

（2） 77% 86%
問 5 （1） 56% 63%

（2） 73% 81%
問 6 （1） 88% 95%

（2） 91% 95%
問 7 63% 80%
問 8 81% 94%

2

問 1 52% 66% 九州地方の史跡を通じて、日
本の歴史を概観する出題とし
た。標準問題に時事的内容や
地理分野をミックスしたた
め、やや難しかったかもしれ
ない。

問6の縄文時代の特徴を問う
正誤問題の得点率が低かっ
た。「大型動物」は旧石器時代、
「のぼりがま」は古墳時代に関
連する用語。知識を時代と関
連づけて定着させてほしい。
石炭から石油のエネルギー革
命（問11の空欄5）も得点率
が低かったが、難問ではない。
時代の転換点に関する知識と
理解を深めてほしい。

問 2 74% 80%
問 3 31% 38%
問 4 86% 94%
問 5 2 94% 100%

3 34% 46%
問 6 26% 29%
問 7 44% 54%
問 8 94% 96%
問 9 85% 95%
問 10 58% 78%
問 11 5 51% 76%

6 61% 80%
問 12 66% 74%
問 13 64% 85%

3

問 1 59% 76% 平成最後の入試の年に、明治
から平成までの近現代史を改
めて振り返り、日本や世界で
おこった代表的な出来事や現
代の日本が抱える問題点など
について考えさせることを目
的として出題した。
また、現代日本・世界の基本
的な成り立ちや、時事的な問
題に対して興味関心を持って
いるかを問う問題を意識的に
作成した。

公民分野の得点率は約55%。
地理・歴史分野に比べて低い
数値となった。憲法9条の空
欄補充（問10）やPKO協力法
（問9）は得点率が高く、基本
的知識の高さが見られたが、
その他すべての選択問題で得
点率が50%を下回った。一
問一答的な理解に留まること
なく、もう一歩踏み込んで考
え、理解する学習を習慣化し
ていくことを期待したい。

問 2 28% 50%
問 3 44% 64%
問 4 37% 45%
問 5 44% 51%
問 6 43% 66%
問 7 38% 54%
問 8 59% 80%
問 9 76% 89%
問 10 1 94% 99%

2 85% 96%
3 84% 94%

問 11 41% 61%
問 12 44% 51%
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● 2019 年度　中学入試　第 3 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 56% 68% 昆虫の形態、くらしについて
出題した。多くの受験生が、
クロシジミとクロオオアリに
ついて詳しくは知らないと思
われるが、与えられたリード
文をしっかりと読むことで、
身につけた知識と結び付け
て、正しい答えを出すことが
できる力があるかどうかを試
してみた。

問5の得点率が、予想してい
たよりも低くなった。知識問
題は、教科書や塾のテキスト
で扱っているものから出題さ
れることが多いので、丁寧に
覚えること。
問6で問われている内容は、
本来難しいものではないが、
問われ方を変えられると得点
できなくなっている。
「覚えること」と「理解するこ
と」、どちらも大切にしてほ
しい。

問 2 69% 74%

問 3 46% 63%

問 4 97% 98%

問 5 5% 15%

問 6 29% 50%

2

問 1 ア 50% 69% 日本の天気に関する出題およ
び地上高と気温の関係につい
て問う出題である。気圧と前
線に関する知識を有している
か、グラフの読み取りができ
るかをはかる出題となってい
る。

季節によって発達する日本付
近の気団と天気との関係につ
いて半分ほどの受験生は曖昧
な状態になっているようだっ
た。寒冷前線と天気の組み合
わせは、前線の図をイメージ
して判断してもらいたいとこ
ろである。グラフの読み取り
については、単純なものの得
点率は高いが、それを活用し
て考える段階の問題でつまず
いてしまうようだった。

イ 33% 56%

ウ 51% 60%

問 2 43% 55%

問 3 20% 28%

問 4 77% 90%

問 5 79% 89%

問 6 37% 58%

3

問 1 95% 99% 身近に存在する水についての
問いである。水に関する３つ
のグラフをもとに、グラフを
読み取り問題を解いていく思
考力や、身のまわりで起こる
現象に興味を持って生活して
いるかなどをはかることをね
らいとした。

全体的に得点率は高かった
が、グラフの読み取りが苦手
な受験生も多く、合格者との
差が付きやすかったようにも
感じられる。問４のように現
象を理解しつつグラフを読み
取る複合問題や、問６のよう
な複雑な計算問題は今後でき
るようになってほしい問題で
ある。

問 2 78% 96%

問 3 85% 95%

問 4 65% 79%

問 5 78% 89%

問 6 32% 51%

4

問 1 64% 73% はじめはばねに関する典型的
な問題であるが、問４でばね
にはたらく力だけではなく磁
石にはたらく力を考える問題
となっている。問６以降はさ
らに難易度が上がり、おもり
の重さ、磁石にはたらく力、
台はかりの重さを吟味する問
いである。

ほぼ想定通りの得点率であっ
たが、問３が低いのが意外で
あった。おもりが上下に往復
運動するようすをイメージで
きていないようだった。問７
は問６を利用して考察する問
題なので得点率がかなり低
かった。

問 2 55% 74%

問 3 19% 24%

問 4 60% 83%

問 5 45% 64%

問 6 36% 53%

問 7 7% 20%
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● 2019 年度　中学入試　第 4 回　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 a 76% 89% 漢字はいわゆる「難しい漢字」
ではなく、語彙の豊富さを問
うた。問2問3は文の構成を
問うことで作文力を見た。内
容的には問4問5で細部を聞
き、問8で全体を聞いた。ま
た問9は記述問題としては分
量が少ないが、与えられた例
を一般論に置き換えて答える
という、やや新傾向の問題で
ある。

問2・問3ができていないと
いうことは、自身で作文をす
る経験が少ないということが
考えられる。また、記述の問
9は答えを見てみれば簡単な
問であったということがわか
ると思うが、書けていない。
具体例の中から答えてしまっ
ているものも多かった。説明
をするときにしっかり目的語
などを入れる癖をつけて欲し
い。

b 86% 94%
c 74% 85%
d 41% 62%

問 2 24% 29%
問 3 24% 38%
問 4 40% 54%
問 5 61% 69%
問 6 77% 85%
問 7 93% 92%
問 8 41% 57%
問 9 右 15% 21%

左 14% 11%

2

問 1 70% 80% 物語の語り手が誰であるかを
しっかりと意識したうえで、
登場人物の心情、行動の理由
を確認できること。周囲の情
景が人物の心情とどのように
関わっているかを理解するこ
とがねらいである。また、語
句の意味にもしっかりと意識
を向けてほしい。

全体的にストーリーを追いや
すい文章であったため、きち
んと物語を読む訓練をしてい
れば得点の取れる設問であっ
たと思うが、離れた個所から
の抜き出しや、内容の正誤一
致で落とした受験生が多かっ
たように感じる。文章全体を
把握して読む力をつけること
が必要である。

問 2 90% 91%
問 3 A 62% 81%

B 90% 96%
問 4 98% 100%
問 5 67% 72%
問 6 79% 91%
問 7 4% 8%
問 8 62% 76%

3

問 1 22% 26% 「椰子の実」は歌にもなって
いるたいへん有名な文語定型
詩。知っていた人も多いと思
うが、意味を考えたことはあ
るだろうか。現代語訳と読み
比べて内容を知るきっかけと
してほしかった。

文語とは現代では使わない言
葉のことで、古語ともいう。
この詩では「そも」「当つ」「ん
（む）」など。そして、五音と七
音が規則的にくり返される定
型詩になっている。問1は基本
問題にも関わらず得点率が低
い。用語の意味を考えず、や
みくもに覚えている可能性が
ある。

問 2 85% 94%

問 3 37% 48%

問 4 45% 52%

問 5 61% 75%

4

① 37% 52% 本校入試頻出の部首に関する
問題。ただ部首を覚えるので
はなく、その意味を理解する
ことが今後の漢字学習に役立
つというメッセージと受け
取ってほしい。部首はその漢
字の意味を表すことがほとん
どなので、意識すると便利な
はず。

部首を指摘するところまでは
よくできていたが、部首名ま
で正しく答えられた答案は①
②では少なかった。②は「か
くしがまえ」「はこがまえ」と
もに正解（本来は区別され
る）。なお、部首のみ指摘で
きた答案には部分点を与えて
いる。

② 28% 37%

③ 55% 75%

④ 70% 90%

⑤ 53% 75%
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● 2019 年度　中学入試　第 4 回　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 81% 91% 基本的な特殊算や図形の計量の
小問集合。四則演算、単位換算、
特殊算の基本問題、数の理論、
図形（平面・立体）の計量を出題
した。この問題を通して、種々
の問題を速く正確に処理する能
力を問うものである。問1・2は
計算問題、問3は単位換算。問
4～8は特殊算を幅広い分野か
ら出題した。問10は空間図形の
問題。辺や面の関係を展開図に
なおせるかがポイントである。

基本的な問題なので全体的に
はできているが、問8は文章
がやや長く、正解を求めるま
でにやや複雑な計算をこなす
必要があり、苦戦する受験生
が多かった。ダイヤグラムを
用いて整理することがポイン
トであった。問9は合格者と
全体の得点率に差がついた。
空間図形の理解は重要である
といえる。

問 2 92% 99%
問 3 68% 80%
問 4 85% 96%
問 5 87% 95%
問 6 44% 71%
問 7 65% 86%
問 8 13% 36%
問 9 50% 75%
問 10 36% 65%

2

問 1 31% 59%
平面図形の線分比と面積比の
問題。問ごとに図を明確にし、
必要な線分比を求め利用する
問題。問3は答えを求めるた
めに必要な線分が多く、かな
りの計算力が必要となる。

問2からは正答するための計
算量が多かったため得点率は
かなり低くなった。問1は平
面図形の比の問題としては比
較的頻出の問題であるため、
移動する点の位置を正確に把
握し図示することで得点でき
る問題であった。平面図形に
対して苦手意識を持つ受験生
が多かったようである。

問 2 2% 9%

問 3 1% 3%

3

問 1 44% 60%

チーム編成をモチーフにした
整数の問題。文章から問題を
正確に読み解けるかを狙いと
した。問2は与えられた条件
を満たす計算式を導けるかを
問う問題であった。

文章をしっかりと読み解くこ
とができれば比較的容易な計
算で正答にたどり着ける問題
であったが、想定よりも低い
得点率となった。問1は5人
1チームであることから5の
倍数であることが読み取れる
受験生が少なかったこと、問
2は人数の変化と割合の変化
を読み取れていないことによ
る不正解と考えられる。

問 2 27% 41%

4

問 1 29% 58%

本校の学校名である「TCU」
をモチーフにした図形の回転
体の問題。回転することで立
体の空白が埋められていくこ
とに気付き、図を捉えること
ができるかがポイントであ
る。軸をずらしても考え方は
変わらないので、問1を利用
することができるかについて
も狙いとしている。

大問1の問10と同様、空間
図形や立体の問題について苦
手意識を持つ受験生が多い印
象であった。正方形を組み合
わせた立体であることをもと
に、正方形1つあたりの体積
を求めることで計算を簡略化
することもできるが、それに
気付く受験生は少なかったよ
うである。

問 2 15% 37%

5

問 1 88% 97%
点の移動から、距離と時間の
関係の規則性を考える問題。
点と点がぶつかるまでの時間
と距離を正確に計算すること
で、規則に気付けるかが狙い
の問題。

問2は、それぞれの点がぶつ
かるまでの時間と2点の間の
距離を正確に計算できる計算
力が必要な問題であるが、も
う少し得点率があがってもよ
い問題であった。規則性に気
付くまでの計算で間違えてい
る受験生が多かった。

問 2 20% 43%

問 3 2% 5%
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● 2019 年度　中学入試　第 4 回　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 （1） 68% 86% ここ数年出し続けている47
都道府県から5つほどを抽出
し出題した。小問のパターン
も県庁所在地を書かせる、関
連する統計資料の読み取り、
雨温図を出題した。都道府県
と県庁所在地は正しくかける
ことはもちろんのこと、位置
関係までしっかりと把握でき
ているかも求めている。

例年のパターンと大きく変わ
りがなく、全体的に基本的な
設問を並べたため、概して高
い得点率となった。基本問題
を着実に得点しておきたい。

（2） 93% 95%
（3） 83% 94%

問 2 （1） 46% 55%
（2） 79% 88%
（3） 74% 92%

問 3 （1） 56% 75%
（2） 47% 66%

問 4 （1） 40% 52%
（2） 70% 84%

問 5 （1） 97% 99%
（2） 83% 93%

2

問 1 39% 57% 古代から近代における女性史
をベースに出題した。その中
で、各時代の文化や出来事、
中心となった人物などに対す
る知識と正確な記述力を確認
した。

教科書レベルを中心とする基
本的な知識と正確な記述力を
問う問題であったので、全体
（歴史分野、全受験生）におい
ても約68%と比較的高い得
点率となった。そのため、基
本事項での失点は、大きな得
点差となったと思われる。基
本事項の徹底と反復学習の必
要性を受験生には確認しても
らいたい。

問 2 75% 93%
問 3 い 90% 96%

う 67% 82%
問 4 52% 70%
問 5 72% 82%
問 6 53% 67%
問 7 62% 76%
問 8 79% 87%
問 9 く 94% 99%

け 31% 41%
問 10 76% 83%
問 11 69% 91%
問 12 89% 96%

3

問 1 74% 85% 2018年の1年間に国内外で
起こった代表的な出来事や現
代の日本が抱える問題点など
について考えさせることを目
的として出題した。
また、国内外の基本的な出来
事に対して日常的に興味関心
を持っているかを問う問題を
意識的に作成した。

基本的な知識と正確な記述力
を問う問題であったので、全
受験生においては約60%、合
格者においては73%と比較
的高い得点率となった。その
ため、基本事項での失点は、
大きな得点差となった。基本
事項の反復学習と日常的に
ニュースなどに関心を持つこ
とがが不可欠である。

問 2 29% 51%
問 3 93% 99%
問 4 39% 61%
問 5 77% 87%
問 6 32% 51%
問 7 57% 72%
問 8 61% 78%
問 9 46% 61%
問 10 69% 75%
問 11 88% 96%
問 12 54% 66%
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● 2019 年度　中学入試　第 4 回　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 36% 48% やや特殊な植物であるサボテ
ンに着目し、その姿と生き方
にどのような秘密があるのか
を紹介する新聞記事を追いな
がら、生物をいかに合理的に
理解するかを追求した。

基本知識を問う問題ではほと
んど点差はつかず、きわめて得
点状況はよかった。十分な受
験準備態勢をうかがわせる結
果である。問1・問3のように
理由を考える問題ではやや点
差が開き気味になった。ここが
カギといえよう。説明文を読む
にあたっても単に受け身で読
むのではなく、自分で「なぜ？」
と考えて仮説を立てる姿勢を
日頃から追求してみてほしい。

問 2 エ 87% 92%

オ 94% 99%

問 3 79% 86%

問 4 95% 96%

問 5 茎 87% 94%

葉 70% 83%

2

問 1 54% 76% 天体について問う問題であ
る。太陽系の惑星の特徴と観
察した時の見え方を判断でき
るかどうかを見た。また、北
の空に見える北極星とカシオ
ペヤ座に関する問題である。

問1の金星の見える時間と方
向、問2の金星の見える形につ
いては、図から読み取る力が
必要である。問3の火星が見え
る時間と方角の問題は、太陽・
地球・火星の位置から考えるこ
とで正解にたどり着く。問5の
太陽系の惑星の特徴、問6の北
極星とカシオペヤ座に関する
問題は比較的よくできている。

問 2 43% 56%

問 3 38% 49%

問 4 53% 68%

問 5 69% 89%

問 6 63% 85%

3

問 1 （ア） 84% 93% 水素と酸素の発生に対する理
解と、それらの反応に関わるエ
ネルギーを用いた発電に関す
る問題。問1、2に関しては基
本的な知識を問う問題である。
一方で、問3以降は説明文を理
解し、そしてグラフの情報を
読み取ることができるか。また、
それを用いて計算を行うこと
ができるかを確認する問題と
なっている。

基本的な知識が身についてい
る受験生が多い。
差がついたのは問3以降であ
る。長い文章から必要な情報
を読み取り、またグラフとの
関連を考え計算する思考力
と、計算力が求められる問題
であったためと思われる。

（イ） 98% 98%

問 2 90% 94%

問 3 32% 61%

問 4 43% 69%

問 5 19% 43%

4

問 1 87% 97% 浮力に関する出題である。液
体中に沈んでいる部分がどの
ような大きさの浮力を受けて
いるか条件から判断すること
ができるか。密度が変化した
場合にどのような変化がある
かを問う内容となっている。

あふれた液体の分が液体中に
ある物体の体積に相当してい
ることに気づかなかった受験
生が多いようだった。密度の
異なる液体に物体を沈めた場
合にどのようなことが起こる
かを問うものでは、油が水に
浮くことから推測することが
難しいようだった。表からば
ねののびとおもりの重さの関
係を読み取るところは差がつ
きやすいところだった。

問 2 36% 55%

問 3 64% 79%

問 4 55% 67%

問 5 65% 79%

問 6 24% 27%

問 7 45% 67%
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● 2019 年度　中学入試　帰国生 AB 方式　国語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 a 82% 88% 「複眼思考」を身につけること
の大切さと、そのための読書
の仕方について論じた文章。
まずは、それぞれの具体例を
通じて、筆者が何を主張した
いのかを正しく読み取るこ
と。そのうえで、書き出しか
ら結論までの論の流れを大づ
かみにできているかを各設問
で問うている。

全体的によくできていたもの
の、細かな部分に注目しすぎ
ると誤答につながってしまう
例がやや目立った。問3は指
示語の問題だが、直前の内容
のみを何となく読んだだけで
は正答できない。直後をふく
めて論の流れを読み取ること
が必要だった。問8も解答は
近くにあるものの、筆者の主
張を正確にとらえられていな
いと難しい。

b 93% 97%
c 69% 75%
d 65% 78%
e 64% 77%

問 2 71% 78%
問 3 33% 33%
問 4 46% 51%
問 5 88% 88%
問 6 35% 38%
問 7 55% 61%
問 8 21% 24%
問 9 58% 64%

2

問 1 1 81% 86% 物語を読むときにはまず、登
場人物をおさえ、彼／彼女ら
の関係と置かれた状況をつか
むようにしてほしい（リード
文や注、設問などでのヒント
を見落とさないこと）。その
うえで、場面ごとの心情や心
情変化を、それらをうながす
きっかけとともに正確に読み
取る。今回の問題では、人物
関係、心情、きっかけの読み
取りを中心に設問を構成し
た。

登場人物の心情を読み取る際
には、自分勝手な読みにおち
いらないよう、本文から根拠
をみつける習慣をつけてほし
い。問6は、どの表現がどの
ような心情を表しているか確
認しないまま誤答を選んだも
のが多かった。問7は康男の、
問9は潤の心情変化を問うた
が、きっかけとセットになっ
ている分、後者の方が得点率
が下がった。

2 70% 78%
問 2 44% 53%
問 3 60% 71%
問 4 71% 83%
問 5 57% 67%
問 6 50% 52%
問 7 70% 76%
問 8 34% 41%
問 9 1 33% 43%

2 35% 50%

3

問 1 54% 64% 本校の入試の特徴のひとつで
もある詩の出題。おすすめの
学習方法は、表現技法の種類
を学び、詩の中から実際に見
つけること。慣れてきたら、
その技法によって作者が何を
表現したいのかを考える。読
者に注目してもらうための技
法なので、その部分にポイン
トがあると考えてほしい。

問1は基本問題。問2は、そ
の色を持っているものを答え
させる点でひとひねりあった
が、落ち着いてさがしてほし
かった。問3以降は詩全体を
理解しているかが問われてい
る。他のジャンル同様細かい
部分にこだわりすぎず、作品
全体から作者の思いにせまる
ようにしたい。

問 2 37% 45%

問 3 53% 62%

問 4 83% 88%

問 5 68% 75%

4

問 1 1 87% 96% 慣用句と漢字・語句の知識に
関する問題。いずれも参考書
や問題集等で学習できるもの
で、基本的な国語の学習習慣
がついているかどうかを問う
た。例年と同様の問題傾向な
ので、しっかりとした対策を
して入試に臨んでほしい。

4の空欄には、「口」「腹」の二
通りの語が入れられるが、こ
れらの違いが理解できている
かどうかで差がついた。頻出
の漢字の部首などをふくめ、
単なる暗記ではなく、意味と
ともに覚えるようにしたい。

2 74% 79%
3 82% 89%
4 23% 25%

問 2 38% 53%
問 3 78% 87%
問 4 67% 78%
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● 2019 年度　中学入試　帰国生 AB 方式　算数　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 85% 93% 基本的な特殊算や図形の計量
の小問集合。四則演算、単位
換算、特殊算の基本問題、数
の理論、図形（平面・立体）の
計量を出題した。この問題を
通して、種々の問題を速く正
確に処理する能力を問うもの
である。問1・2は計算問題、
問3は単位換算。問4～8は
特殊算を幅広い分野から、問
9・10は図形の問題を出題し
た。

数量の問題は昨年と比べ、合
格者と不合格者で出来がはっ
きりと分かれた。基本的な問
題や塾等で扱う特殊算などの
受験算数に慣れているかが影
響した問題だったようであ
る。図形の問題は昨年度より
出来はまずまずよかった。特
に平面図形はしっかりと計算
できていた。

問 2 66% 79%
問 3 81% 94%
問 4 70% 86%
問 5 35% 52%
問 6 47% 61%
問 7 27% 41%
問 8 55% 71%
問 9 83% 93%
問 10 56% 76%

2

問 1 53% 79%

本校では特徴的な平面図形と
比を絡める問題。問1は受験
算数では、俗に「耳を出す」と
呼ばれている辺ABと直線DE
を延長して図形の外で交わら
せ、相似な三角形から線分比
を求める問題である。問2は
線分比から面積比を導き、面
積を求める問題である。

昨年同様、典型的な比の問題
であり、過去問等で練習をし
ている受験生にとって比較的
取りやすかった問題だったよ
うに思えたが、意外にも出来
は良くなかった。本校の対策
をとっている受験生であれば
取りやすい問題だったはずで
ある。面積比の得点率が低い
のは、ここ最近の傾向のよう
に見受けられる。

問 2 28% 43%

3

問 1 39% 57%
旅人算に流水算の内容が絡ん
でいる文章題。ダイヤグラム
や特殊算を利用して計算でき
るかどうか。問1は典型的な
距離の比の問題。そこから問
2を解く誘導問題となってい
る。

文章から必要な情報をいかに
早く正確に取り出せるかが分
かれ目となった。特にダイヤ
グラムを用いれば、問1・2
ともスムーズに解けるが、計
算のみで考えた受験生にとっ
ては時間がかかる問題だった
ようである。

問 2 35% 51%

4

問 1 67% 88%
特殊な立体図形の容器に水を
入れて水の割合や時間、水の
深さを求める問題である。グ
ラフの読み取りも兼ねている
ため、情報をすばやく読み取
り、計算できるかがポイント
である。

ここ最近の新テストに近い傾
向のため、受験生にとっては
練習してきているのか、得点
率はかなり高かった。特殊算
を使わずに計算で持っていく
ことが容易であり、算数の苦
手な受験生でも手をつけやす
く、立体図形の問題としては
難易度は低かったようであ
る。

問 2 51% 75%

問 3 61% 84%

5

問 1 22% 33%
いくつかの状況からカードの
数字やその合計、枚数を予測
する場合の数の問題。条件を
整理し、矛盾するものを消し
ていくなど、問題の文章から
推測できるかどうかを問う。

前提として問題文のルールが
理解できているか。そして条
件から絞り込んでかきあげる
ことができるかがポイントで
あった。情報の読み取りに時
間がかかった受験生が大半
で、そのため、問1で苦戦し
ていた。最後まで解いた受験
生はわずかであった。

問 2 20% 29%

問 3 4% 8%
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● 2019 年度　中学入試　帰国生 AB 方式　英語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

Q1 30% 45% 英語圏の小学校で習う基本的
な語彙にとどまらず、一般的
な知識をどれだけ習得してい
るかを問う問題である。単語
の綴りにも日頃意識して学習
できているかが問われる。

英語圏で暮らしていたというこ
ともあり、ある程度英語の語感
が身についているというように
感じられる。しかし、Question
3以外は全て基礎的な問題であ
るために、60パーセント以上
の得点率が欲しかった。

Q2 69% 79%
Q3 0% 0%
Q4 79% 92%
Q5 47% 60%
Q6 26% 36%

2

（1） 28% 40% 比較的量の多い対話文を読
み、話の流れを短くまとめる
力を見る問題である。発言に
対しての微妙なニュアンスを
つかみ取り、別の言葉で置き
換えられるかが問題で、速読
の中にも正確性が求められ
る。サマリーの部分には選択
肢が多いが、対話の流れが正
確につかめていればすぐに適
切な語が見つかるはずだ。

対話の内容は決して難しいも
のではなかったはずだが、受
験者の答案からみると、正答
率にばらつきがあるのが気に
なる。本文全体の流れは大体
つかめているのかもしれない
が、細かいところまで正確に
読めていないパターンと、パ
ラフレーズしたときの語法が
分からないパターンで失点
しているケースが多かった。
迷ったときは必ず本文に立ち
返りしっかりと確認しながら
選択肢を選んでほしかった。

（2） 79% 89%
（3） 11% 13%
（4） 83% 92%
（5） 43% 49%
（6） 78% 92%
（7） 38% 60%
（8） 46% 64%
（9） 10% 15%
（10） 70% 79%
（11） 40% 58%
（12） 50% 58%

3

Q1 31% 46% 英作文能力を語句整序で確認
する問題。慣用表現や語法、
文法の能力が必要である。会
話の能力に秀でていても、日
頃正しい英語を意識して書け
るように努力していなければ
ハードルが高い問題となって
いる。

問題を解いて、見直しをせずその
まま先に進んでしまった受験生が
多かったように見受けられる。文
章を作ったら必ず「意味が通じる
か」、「文法的に正しい文章になっ
ているか」の確認を怠らないでほし
い。そうすれば、少なくともQ2、
Q4、Q5で失点することはまずない。

Q2 48% 67%

Q3 41% 52%

Q4 64% 77%

Q5 18% 30%

4

Q1 77% 89% 400語程度の平易な英語で書
かれた論説文を、いかに速く
読みとき、質問に答えられる
かを選択形式で問うた。日頃
は小説を読むことが多いと思
われるが、このような論説文
にも臆することなく取り組め
るかを確認した。比喩的な表
現にも対応できるかが問題と
なる。

語数と難易度は例年に比べ、低く
なっているため、この問い全体を
通じてはよくできていたと考え
る。第1～第2段落にかけての筆
者のsarcasmもしっかりと読み取
れている受験生がほとんどである
が、Q5の得点率が低いのが気に
なった。おそらく“lacks”という
言葉がついているのに気づかずに
解答してしまったのではないか。
これは見直しで防げたはずだ。

Q2 69% 81%

Q3 63% 77%

Q4 72% 72%

Q5 29% 34%

5

Q1 47% 62% 記述を含む長文の問題であ
る。和訳の問題を通じ、あえ
て日本語の運用能力も問う
た。また、知らない言葉があっ
ても前後関係で本文が読み進
められるかを問う問題であ
る。

本文内の使用語句は難しいもの
が多かった。しかしながら、前
後関係で読み取る力があれば、
正解を導き出せたはずである。
また、本文の語数に関しては例
年より大幅に減ったため、じっ
くりと読み込み、丁寧に記述を
こなしてほしかった。Q1・Q2
は上級単語が含まれるが、前後
関係で判断ができるはずだ。

Q2 23% 37%

Q3 35% 44%

Q4 71% 86%
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● 2019 年度　中学入試　帰国生 B 方式　社会　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 85% 93% 今年度より構成を変更し、大
問1は地理と歴史（江戸時代
まで）の複合問題とした。小
問単位では例年と変化がない
ため、基本的な問題が中心で
ある。基本的な知識の習得を
確認する問題を多くしてい
る。

基本的な設問が多いため、高
い得点率が並んでいる。問5
（4）は意外と誤字が目立った。
問6（1）は機械工業の見極め
が正解・不正解を分けた。記
述式の設問も例年より減って
いるため、高い得点率といえ
る。

問 2 83% 91%

問 3 89% 95%

問 4 76% 86%

問 5 （1） 88% 93%

問 5 （2） 76% 83%

問 5 （3） 83% 84%

問 5 （4） 30% 40%

問 6 （1） 46% 58%

問 6 （2） 68% 80%

問 6 （3） 20% 21%

問 7 90% 97%

2

問 1 （1） 56% 63% 構成を変更し、大問2は歴史
（明治時代以降）と公民分野か
らの出題とした。公民分野は
基本的な範囲を中心に、歴史
の分野は並び替えを中心とし
たやや応用力を求める設問を
中心とした。

並べ替え問題は、提示されて
いる選択肢だけでなく、その
他の関連する前後の出来事や
人物を思い浮かべながら解い
ていきたい。公民分野は、ま
ずはしっかりと憲法、国会な
どの基本的な事項を知識とし
て習得しておきたい。

問 1 （2） 89% 96%

問 2 （1） 76% 83%

問 2 （2） 67% 84%

問 3 56% 66%

問 4 （1） 49% 53%

問 4 （2） 58% 67%

問 5 93% 95%

問 6 67% 80%

問 7 50% 55%

問 8 61% 66%

問 9 85% 95%
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● 2019 年度　中学入試　帰国生 B 方式　理科　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 66% 72% 昆虫を題材に、体のつくり、
くらし方の知識を問うととも
に、割合の考え方を利用して
生息個体数を推定する考察力
を試した。

大きな分類群を対象として共
通の特徴はよく理解していて
も、個別のいきものの特性を
問われると苦手だという受験
生は多いだろう。たかが数問
ではあるが、今回もこうした
ところで差がついた。
データをもとにした定量的な
推論を行う力はまずまずと
いってよいと思う。問4では
答えるべき範囲を設問から読
み取りきれなかったと思われ
る解答がかなりあった。

問 2 60% 75%

問 3 69% 72%

問 4 42% 49%

問 5 61% 64%

問 6 49% 53%

問 7 65% 76%

2

問 1 91% 96% 堆積岩の基礎的な知識と、地
層のでき方に関して一般的に
おさえておかなければならな
い内容を理解しているかを問
う問題である。地層のようす
から、堆積した当時の環境を
把握して、正確に答えられる
ことが求められる。

問1は、よくできていた。問
2・問3は地層の観察結果か
ら堆積した当時の環境を推
察する問題である。問4は実
験器具の基本的な使い方、問
5は岩石の基本的な特徴であ
り、しっかりとおさえておき
たい。問6は地層の傾斜を推
定する問題であり、見かけの
方向と観察結果とを合わせて
考えることが必要である。

問 2 52% 64%

問 3 59% 70%

問 4 51% 53%

問 5 45% 50%

問 6 25% 30%

3

問 1 69% 79% 金属と酸による気体の発生
と、その反応の過不足につい
て問うた問題である。
グラフや表の情報から反応の
終点をみる力や、計算をする
力が求められる。

全体的に正答率が高く、基本
的な知識や、グラフ表から情
報を読み取り、計算する力が
身についていることがわか
る。
問6はやや得点率が下がって
いる。答えにいきつくまでの
手順がいくつか段階を踏んで
いるためと考えられる。

問 2 69% 80%

問 3 74% 84%

問 4 74% 86%

問 5 80% 93%

問 6 50% 61%

4

問 1 76% 88% 前半は、豆電球と電池のつな
ぎ方による明るさの違いや、
接続の仕方によって電流の値
がどう変わるかを考える典型
的な問題である。後半はダイ
オードの知識問題に加え、電
流が流れるかどうかを調べる
難易度の高い問題となってい
る。

ほぼ予想通りの得点率であっ
たが、意外にも問4の得点率
が低かった。問5は6個の選
択肢から選ぶ問いなので70%
を超えたと思われる。まずは
典型的な電気の問題をしっか
りと定着することが望まし
い。

問 2 66% 80%

問 3 54% 62%

問 4 37% 46%

問 5 72% 75%

問 6 37% 41%
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● 2019 年度　中学入試　グローバル方式　英語　設問別得点率

大問 小問
得点率

出題のねらい 講　評
全受験生 合格者

1

問 1 73% 87% 会話文中の空欄に入る適切な
動詞を選ぶ問題。基本動詞等
の語彙力を問う。もし必要が
あれば、文脈に合わせて正し
い形に直さなければならな
い。したがって、不規則変化
動詞の知識も必要とされる。

全体的に得点率は高かった。
基本動詞については、習熟度
のかなり高い受験生が本試験
に挑戦しているようである。
ただ、語形変化となると多少
苦慮している傾向が見られ
る。特に、不規則動詞の変化
には注意が必要である。

問 2 78% 100%
問 3 59% 80%
問 4 38% 67%
問 5 49% 40%
問 6 30% 47%
問 7 84% 100%
問 8 81% 73%
問 9 76% 87%
問 10 68% 93%

2

問 1 97% 93% 単語、熟語、文法の知識を統
合し、文脈に合わせて適切な
英文を完成させる能力を問
う。各問とも5語を並べ替え
た上で、2番目と4番目の組
み合わせを解答する。単なる
知識の寄せ集めでは対応でき
ない。英作文につながる力の
有無を確認する問題。

英検準2級レベルを意識した
問題が多く含まれる中で、非
常によく対応できているよう
であった。群動詞、熟語など
の知識も定着しているようで
あり、特に合格者の得点率は
全問において90%を越えてい
る。合格者に対しては、今後
の活躍が大いに期待される。

問 2 76% 93%
問 3 97% 100%
問 4 92% 100%
問 5 92% 100%
問 6 97% 100%
問 7 95% 100%
問 8 62% 93%
問 9 92% 100%
問 10 92% 93%

3 80% 93%

Eメール形式の総合的な読解力を問
う問題である。出題の意図として
は①現状把握、②経歴等過去にお
ける状況把握。③未来における展
望把握、以上の3点を軸としている。
内容に一致するものを選ばせる問
題であるが、内容に対する正確な
理解がなければ回答が困難な形式
となっている。しかしその一方で、
登場人物とそれに関わる人物と、
それぞれの行動に対する識別が正
確にできれば確実に正答できる問
題となっている。

予想していた通り、得点率はかなり高
かった。左記にもあるが、各人物の特
徴を捉えることができれば、解答がさ
ほど困難ではないことがわかる。
選択肢に関しても特段難易度を向上さ
せたわけではないので、このような結
果につながったと認識できる。
設問の順序も本文の出来事順に並べて
いるので、文中でのヒントを容易につ
かめたのではないかと考える。速読感
覚で、大問4・5に続くための設問と
して、今後も同様、同傾向の問題を出
題する必要性を感じる。

4

問 1 32% 53% やや長めの長文の中で、文法・
語句・作文などを問う総合的
な問題とした。限られた時間
の中で正答に至るために、文
脈をきちんと汲み取ること
と、その上で文法の力がどれ
だけ身についているかを測る
ような問題とした。

本問に関しては、予想を下回る
得点であった。問6のように文
脈が取れた上での文法（主語は
する側ではなく、される側だか
ら受動態になる）や、問1のカッ
コより後ろが完全で先行詞が
場所だから関係副詞が入るな
ど、きちんと内容を把握した上
で確固たる文法力が欲しい。

問 2 68% 87%
問 3 92% 93%
問 4 89% 100%
問 5 68% 73%
問 6 ① 5% 13%

② 0% 0%
問 7 41% 60%

5

問 1 83% 89% 長めの英文を読み、日本語訳も含めそ
の内容を把握できているかを確認する
ための出題。長文における内容理解。
和訳を出題し、日本語に適切に訳せる
かを問う問題。段落ごとにきちんと内
容をまとめながら読み進めていくこと
ができるか、また和訳では修飾関係を
理解して訳せるか、などを問うた。

準2級レベルの問題であるが、
どの問題も高得点であり、十
分な実力があると判断できる。
和訳の採点は内容理解を主眼
として行ったが、受験生の解
答から、英文の主張、修飾関係、
話の流れを正確に把握してい
る様子が感じられた。

問 2 （1） 78% 93%

（2） 89% 100%

（3） 86% 100%

（4） 84% 87%


